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モデル定義にあたって、サブキャリアあたりのローディングビット数とコーディングゲイ

ンは関係してくるので、以下の４つの組み合わせから１つ選定することを提案する。 

 

 １．１５ビットローディングで、コーディングゲインが 0dB。 

  ２．１５ビットローディングで、コーディングゲインが 2dB。 

  ３．１４ビットローディングで、コーディングゲインが 3dB。 

    ４．１４ビットローディングで、コーディングゲインが 5dB。 

 

この結果、8ビットローディングの G.Lightはモデル対象外となるので、SNマージンを

G.DMTに一本化することを提案する。 

以上 
 

C.4.5 オープン サブキャリア当たりのビット数を 8ビットか
ら変更するか？ 

 

C.4.5.1 オープン サブキャリア当たりのビット数を 15ビットに
変更するか？ 
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C.4.5.2 オープン サブキャリア当たりのビット数を 14ビットに
変更するか？ 
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C.4.11 オープン コーディングゲインを 3dBから変更するか？  
C.4.11.1 オープン コーディングゲインを、トレリスコーディング

を考慮した 5dBに変更するか？ 
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